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， 「おおむら駅伝競走大会」。吹き抜ける

風はまだ冷たくて、さわやかな春風が待

ち還しい中、 12 1チ ムが参加して行

われましたc

谷間に響き;度る軽快な足音と盛んな声

援が寒さを吹き飛ばし、春の患吹を感じ

させてくれます。

後は任せたぞ/

(成績は9ページに掲載しています〉
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叫弱
者

47 

体
1;: 

人像
5

九三すif宰斜印if j萄~ã乙そ決

ー
市
制
施
行
刊
周
年
記
会
式
典

1

昭
和
行
年
2
月
什
巴
に
市
制
を
施
行
し
て
、
今
年
で
相
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
的
周
年
を
記
念
し
て

2
月
8
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

寸
市
制
施
行
相
周
年
記
念
式
典
L

が
行
わ
れ
、
市
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
灯
個
人
、

5
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

藤

本

三

郎

(
植
松
3
丁
目
)

中

瀬

正

隆

(
植
松
3
丁
目
)

高
以
良
康
雄

(
小
川
内
町
)

中

村

親

(
玖
島
2
丁
目
)

東

征

男

(
大
川
田
町
)

山

口

岩

男

(向
木
場
町
)

岩

永

満

子

(
本
町
)

上

野

類

作

(
宮
小
路
2
丁
目
)

高
野
良
一

(
赤
佐
古
町
)

開

常

義

(
松
原
1
丁
目
)

丸

谷

捷

治

(
玖
島
2
丁
目
)

村

上

信

行

(
三
城
町
)

山
口
官
一
彦

(
今
村
町
)

山

田

和

夫

(
今
富
町
)

鈴

木

信

幸

(
東
本
町
)

田
中
惣
次

(
原
町
)

福

田

信

行

(
坂
口
町
)

堀

金

議

(
池
田
1
丁
目
)

山

口

定

(
小
路
口
本
町
)

吉

川

豊

(
杭
出
津
2
丁
目
)

市
議
会
議
員
と
し
て
、
市
勢
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

山

口

岩

男

(
向
木
場
町
)

高

木

隆

雄

(
日
泊
町
)

田
崎
一
男

(
古
賀
島
町
)

七

山

巽

(
松
原
1
丁
目
)

陰

山

重

夫

(
諏
訪
1
丁
目
)

(
敵
称
略
)

森

永

義

(
寿
古
町
)

井

本

文

夫

(
田
下
町
)

農
業
委
員
と
し
て
、
農
業
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松
漆
正
徳
(1
分
団
・向
木
場
町
)

古
賀
利
雄

(
H
分
団
・小
川
内
町
)

中
村
雅
則

(
8
分
団
・鬼
橋
町
)

川
添
勝
昭
(
口
分
団
・松
原

1
丁

目
)消
防
団
分
団
長
と
し
て
、
消
防

防
災
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

森

武

志

(
東
本
町
)

町
務
連
絡
員
と
し
て
、
地
域
住

民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

今

川

忠

義

(
本
町
)

長
崎
県
料
飲
業
環
境
衛
生
同
業

組
合
大
村
支
部
長
と
し
て
、
業
界

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

前

田

昭

雄

(
東
三
城
町
)

長
崎
県
菓
子
工
業
組
合
大
村
支

部
長
と
し
て
、
業
界
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

笠
寺
書
一
郎

(
平
町
)

畜
産
事
業
を
認
識
さ
れ
、
改
良

組
織
の
結
束
強
化
を
は
か
り
、
地

域
養
豚
事
業
に
功
績
を
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

秀
山
勝
一

(
福
重
町
)

種
豚
の
改
良
発
展
に
努
め
、
他

の
模
範
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

渡

海

幸

雄

(
久
原
1
丁
目
)

市
被
爆
者
手
帳
親
交
会
役
員
と

し
て
、
被
爆
者
の
自
立
更
生
に
尽

力
さ
れ
、
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

荒
木
惣
太
夫

(
水
田
町
)

市
傷
庚
軍
人
会
役
員
と
し
て
、

傷
捷
軍
人
の
自
立
更
生
に
尽
く
さ

れ
、
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

中

尾

春

枝

(
池
田
2
丁
目
)

民
生
委
員

・
児
童
委
員
と
し
て
、

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

田
崎
鶴
一

(
西
三
城
町
)

身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
役
昌
(

と
し
て
、
献
身
的
に
協
会
の
運
営

に
尽
力
さ
れ
、
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
む

長

岡

守

策

(
上
諏
訪
町
)

精
神
衛
生
の
普
及
と
治
療
に
指

導
的
役
割
を
努
め
ら
れ
、
地
域
医

療
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

福

本

孝

次

(杭
出
津
2
丁
目
)

交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
、

交
通
安
全
の
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

田

崎

清

志

(上
諏
訪
町
)

交
通
指
導
員
と
し
て
、
交
通
安

全
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

西

村

文

子

(
玖
島
2
丁
目
)

市
コ
ミ
セ
ン
に
学
習
活
動
用
と

し
て
視
聴
覚
機
器
を
寄
贈
さ
れ
、

教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

戸

嶋

紀

子

(
東
三
城
町
)

ま
ち
づ
く
り
に
深
い
ご
理
解
を

示
さ
れ
、
広
く
市
民
へ
利
用
さ
れ

る
い
こ
い
の
場
整
備
費
と
し
て
多

額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

中

村

幸

悪

(
東
本
町
)

文
化
基
金
お
よ
び
社
会
福
祉
基

金
に
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
、

教
育
文
化
の
振
興
な
ら
び
に
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

指

方

フ

サ

(
久
原
2
丁
目
)

社
会
福
祉
基
金
に
多
額
の
浄
財

を
寄
付
さ
れ
、
福
祉
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

萱
瀬
林
業
技
術
研
究
会

森
林
の
基
盤
作
り
に
技
術
を
発

揮
さ
れ
、

地
域
林
業
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

お
は
な
し
の
部
屋

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
教
育
文

化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
子
、
寡
婦
の
自
立
促
進
と
地

位
の
向
上
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
福
祉
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

田
崎
真
珠
株
式
会
社
大
村
工
場

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
実
施
に

つ
い
て
努
力
さ
れ
、
そ
の
成
績
が

き
わ
め
て
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
ま
す
。

向
陽
高
等
学
校

学
校
保
健
統
計
調
査
の
実
施
に

つ
い
て
努
力
さ
れ
、
そ
の
成
績
が

き
わ
め
て
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
ま
す
。
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々
進
む

ー
崎
一
躍
地
区

見
の
滝
周
辺
整
備

-
大
村
包
活
性
化
地
域
活
動
事
業

l

広報おおむら平成3年3月号

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
つ
と
し
て

行
っ
て
い
る

「大
村
幻
活
性
化
地
域
活
動

事
業
」
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
、
裏
見
の
滝
観
光
道
路
の
整
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
各
地
区
で
ア
イ
デ
ア
を

出
し
独
創
的
な
地
域
づ
く
り
を
と
、
市
が

そ
れ
ぞ
れ
3
0
0
万
円
を
限
度
に
配
分
す

る
と
い
う
も
の
で
、
各
地
区
か
ら
い
ろ
ん

な
事
業
計
画
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
重
、
松
原
地
区
も
昨
年
日
月
、
両
地

区
合
同
に
よ
る
「
裏
見
の
滝
開
発
促
進
協

議
会
(
林
田
安
彦
会
長
)
」
を
結
成
。

3
か

年
計
画
で
裏
見
の
滝
周
辺
整
備
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の

「裏
見
の
滝
」
は
、
急
傾
斜
や
道

路
未
整
備
な
ど
で
、
年
齢
層
に
よ
っ
て
は

危
険
も
伴
い
、
観
光
地
と
し
て
は
、
余
り

滝の高さが70メートルもある裏見の滝

利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
滝
の
高
さ
は
約
河
沢
、
し
か

も
、
滝
の
裏
側
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
「
裏
見
の
滝
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
が
、
知
る
人
ぞ
知
る
名
所
の
一
つ

で
す
。今
年
度
は
、
遊
歩
道
の
一
部
が
整
備
さ

れ
、
残
り
2
か
年
で
残
り
の
遊
歩
道
の
ほ

か
、
展
望
所
や
つ
り
橋
、
駐
車
場
も
整
備

さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
地
区
の
活
性
化
事
業
は

随
時
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
、
王
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
三
浦
・:日
岳
山
公
園
化
事
業
・
鈴
田
:

ふ
れ
あ
い
郷
土
館
の
設
置
、
子
供
ふ
れ
あ

い
遊
具
施
設
整
備
・
大
村・・・
大
村
龍
踊
り

保
存
育
成
事
業
・
西
大
村
・・
・大
村
中
央
朝

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
遊
歩
道
整
備

市
テ
ン
ト
購
入
、
お
お
む
ら
太
鼓
連
活
性

化
事
業
(
太
鼓
購
入
)
、
福
祉
フ
ェ
ア
l
事

業
(
伝
承
民
芸
品
作
り
工
具
購
入
)

・
萱

瀬
:・
郷
土
誌
編
集
、
萱
瀬
新
春
駅
伝
記
念

大
会

(1
月
日
日
実
施
済
)
、
萱
瀬
地
区
案

内
用
掲
示
板
・
竹
松
・:
旧
竹
松
黒
丸
郷
沿

革
記
念
碑

曇
崎
i
釜
山
隷
が

就

航

ー
定
期
便
週
3
往
復

l長崎 釜山線の就航を祝ったテープ力ット
(泌 ・長崎空港)

高
生
産
性
農
業
に
期
待

ー
郡
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
完
成
一日一
リ
HH

郡地区ほ場整備事業の完成に伴う
記念碑の除幕式 (治 ・荒瀬町)

昭
和
訂
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た

「郡

地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業
」
が
完
成
。

1

月
お
日
、
現
地
(
主
川
瀬
町
)
で
記
念
碑
の

険
幕
式
が
、
そ
の
後
、
市
農
協
会
館
で
完

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

整
備
さ
れ
た
の
は
、
萱
瀬
地
区
の
中
岳

町
か
ら
福
重
地
区
の
今
富
町
、
野
田
町
に

及
ぶ
郡
川
水
系
で
、
田
畑
1
0
8
P
の
区

画
整
理
、
こ
れ
に
付
帯
す
る
用
排
水
路
延

べ
お
J
、
道
路
延
べ
日
f
な
ど
、
総
面
積

1
2
3
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
郡
地
区
、
着
工
前
は
一
区
画
あ
た

大
韓
航
空
の
長
崎
|
釜
山
線
が
1
月
幻

日
か
ら
開
設
さ
れ
、
同
日
、
長
崎
空
港
で

就
航
記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
昭
和
臼
年
ロ
月
長
崎

!
ソ
ウ
ル
線
が
開
設
以
来
定
期
就
航
し
て

い
ま
し
た
が
、
釜
山
へ
の
旅
行
者
が
増
え
、

釜
山
線
の
開
設
を
望
む
声
が
強
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
長
崎

釜
山
線
に
切
り
替
わ
っ

た
も
の
で
す
。

釜
山
線
の
運
航
は
、
月

・
水
・
金
の
週

3
往
復
、
ソ
ウ
ル
に
は
乗
り
継
ぎ
、
釜
山

経
由
の
済
州
島
線
も
あ
り
ま
す
。

記
念
式
で
は
、

川
下
県
企
画
部
長
や
松

本
市
長
、
朴
大
韓
航
空
常
務
理
事
ら
に
よ

る
テ
l
プ
カ
ッ
ト
、
到
着
し
た
同
航
空
の

季
機
長
に
、
ミ
ス
大
村
の
小
漬
さ
ん
が
花

束
を
贈
り
、
長
崎
|
釜
山
線
の
就
航
を
祝

い
ま
し
た
。

り
3

't
j
叩
灯!と
狭
く
、
形
状
も
不
整
形
で
、

用
排
水
路
で
の
水
管
理
も
悪
く
、
し
か
も
、

農
道
も
不
整
備
で
農
作
業
に
大
き
な
不
便

と
低
生
産
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た。

こ
の
悪
条
件
か
ら
脱
皮
し
、
農
業
を
営

む
に
適
し
た
機
械
の
導
入
、
合
理
的
な
水

管
理
な
ど
を
行
い
、
高
生
産
性
農
業
を
目

指
そ
う
と
昭
和
町
年
、
国
の
補
助
を
受
け

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
除
幕
式
で
は
、
川
崎
県
農
林
部
長
、

松
本
市
長
、
田
中
郡
土
地
改
良
区
理
事
長

に
よ
る
記
念
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
、
市
農

協
会
館
で
の
完
工
式
で
は
、
関
係
者
な
ど

約
2
0
0
人
が
出
席
。
ほ
場
整
備
事
業
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
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続ー地方選挙a 4月

4
月
7
白
骨

長
崎
県

~ 
Zま

員
選
挙
〈
告
示
日

4
月
別
白
骨

大
柑
市
一
会
議
員
選
挙
、
ニ
コ
ミ
3

大

柑

市

長

選

挙

f
と

EEL--』

a恕た0¥-票
今
年
の
3
月
1
日
か
ら

5
月
引
日
ま
で
の
間
に
任
期
満
了
と
な

る
地
方
ハ
仏
共
団
体
の
議
会
の
議
員
お
よ
び
長
の
選
挙
が
、
〈
王
国
的

に
統

一
地
方
選
挙
と
し
て
行
わ
杓
ま
す
c

大
村
市
に
お
い
て
は
、
県
議
会
議
員
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙

お
よ
び
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
c

今
後
4
年
間
の
県
政
や
市
政
を
任
せ
る
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
す
c

人
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
目
で
確
か
め
、

7
人
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
資
格
が
あ
る
人

[
県
議
会
議
員
選
挙

昭
和
刊
年
4
月
8
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
2
年
ロ
月
お
日
現
在
で
大
村

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

3
月

お
日
現
在
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。

長
崎
県
内
の
他
市
町
村
へ

転
出
さ
れ
た
人
の
投
票
は

大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
、
長
崎
県
内
で
あ
れ
ば
他
の
市

町
村
に
転
出
さ
れ
て
も
、
次
の
方
法
で
大

村
市
選
挙
区
の
候
補
者
に
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

-
投
票
日
に
大
村
市
内
の
投
票

所
で
投
票
す
る
場
合

転
出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
(
無

3
月
ぬ
日
働
〉

-4-

4
月
刊
日
間
〉

料
)
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
証
明

書
の
提
示
が
な
い
と
き
は
、
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

-
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
、
転
出
先
の
市
町
村
の

ど
ち
ら
か
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
も
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
の
折
、

転
出
先
市
町
村
長
の
発
行
す
る
「
引
き
続

き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。
こ
の
証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
き

は
、
投
票
用
紙
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
投
票
日
前
に
長
崎
県
外
へ
転
出

さ
れ
る
人
は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

長
崎
県
内
の
他
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
人
の
投
票
は

平
成
2
年
ロ
月
ぬ
日
以
降
、
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
大
村
市

へ
転
入
の
届
け
出
を

さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
次
の
方
法
で
前

住
所
地
の
選
挙
区
の
候
補
者
に
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。



-
投
票
日
に
前
住
所
地
で
投
票

す
る
場
合

大
村
市
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
(
市
民
課
で
無

料
で
発
行
)」が
必
要
で
す
。
こ
の
証
明
書

の
提
示
が
な
い
と
き
は
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

-
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
前
住
所
地
の
ど
ち
ら
か

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

も
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
の
折
、
大
村
市

長
の
発
行
す
る
「
引
き
続
き
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
こ
の
証

明
書
の
提
示
が
な
い
と
き
は
、
投
票
用
紙

の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
2
年
ロ
月

m日
以
降
、

県

外
か
ら
大
村
市
へ
転
入
の
届
付
出
を
さ
れ

た
人
は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

す
票
託

一

を
な
来
事
未
大

この子らの

広報おおむら平成 3年3月号

市
議
会
議
員
お
よ
び

市
曇
選
挙

昭
和
必
年
4
月
幻
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
3
年
1
月
日
日
現
在
、
大
村

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
4
月

日
日
現
在
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。

な
お
、
平
成
3
年
1
月
日
日
以
降
、
大

村
市
に
転
入
の
届
け
出
を
さ
れ
た
人
お
よ

び
投
票
日
前
に
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

学
生
の
住
所
の

取
り
扱
い

勉
学
の
た
め
、
市
外
の
修
学
先
の
寮
や

下
宿
等
に
居
住
し
て
い
る
人
の
住
所
は
、

休
暇
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
省
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
必
要
が
あ
る
な
ど
特
段
の
事

情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
そ

の
寮
や
下
宿
等
の
所
在
地
に
あ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

大
村
市
に
住
民
登
録
を

選挙人名簿は、住民基本台

帳の登録に基づき調製するこ

とになりますが、この名簿に

登録されている人でなければ

投票はできません。

そこで、今回の県議会議員

選挙および市議 ・市長選挙に

おいて登録される人をそれぞ

れ次のとおり縦覧に供します。

県議会議員選挙

3月29日(金}"'，.-30日(土)
市議・市長選挙

4月14日(巳)"""15日(月〉

時間 午前8時30分~午後5時

場所 選挙管理委員会事務届

し
て
い
て
も
、
大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に

は
登
録
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
を

活
用
じ
ま
じ
よ
う

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い。

①
投
票
区
の
区
域
外
で
、
仕
事
な
ど
に
従

事
す
る
場
合

②
旅
行
な
ど
に
よ
り
市
外
へ
行
く
場
合

③
出
産
や
病
気
な
ど
に
よ
る
場
合

④
県
内
の
他
の
市
町
村
ヘ
ロ
月
ぬ
日
以
降

に
転
出
し
、
転
出
先
の
市
町
村
に
引
続
き

居
住
し
て
い
る
場
合
(
県
議
選
挙
の
み
)。

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は
、
投
票
の

公
正
を
期
す
る
た
め
、
手
続
き
が
必
要
で

す
が
、
そ
れ
ほ
ど
面
倒
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
印
鑑
と
入
場
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

県
議
会
議
員
選
挙

不
在
者
投
票

明
灯
園
町

制
且
山
田
M
H3
月
ぬ
日
幽

1
4月
6
日
∞

午
前
8
時
羽
分

1
午
後
5
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

投
票
所
入
場
券

県
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
投
票
所
入

場
券
は
、
3
月
幻
日
頃
に
発
送
す
る
予
定

で
す
。
な
お
、

最
近
市
内
で
住
所
移
動
さ
れ
た

〔

人
は
、
名
簿
の
移
し
か
え
が
で
き
な
い
人

も
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
よ
く
確
か

め
て
、
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
日
当
日
の
投
票
お
よ
び
、
市
議

・

市
長
選
挙
に
お
け
る
不
在
者
投
票
の
期
間

な
ど
は
、

4
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

重
度
の
身
体
障
害
の
人
は

郵
便
投
票
の
ご
利
用
を

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
有
し
、
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

人
は
、
郵
便
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
自
分
で
文
字
が
書
け
る
人
に

限
り
ま
す
。

こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
証
明
書
の
有
効
期
間
は
4
年
間

で
す
。
有
効
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
人
は
、

早
目
に
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
投
票
を
す
る
人
は
、

投
票
用
紙
等
の
請
求
書
に
郵
便
投
票
証
明

書
を
添
付
し
、
投
票
日
の
4
目
前
ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
投
票
が
で
き
る
人

-
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
、

肢

・
体
幹

・
移
動
機
能
障
害
の
1
級
も
し

く
は
2
級
の
人
。
ま
た
は
、
心
臓

・
じ
ん

臓

・
呼
吸
器

・
ぼ
う
こ
う

・
直
腸

・
小
腸

障
害
の
1
級
も
し
く
は
3
級
の
人

-
戦
傷
病
者
手
帳
を
有
す
る
、
両
下
肢

・

体
幹
障
害
の
特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症
の

人
。
ま
た
は
、
心
臓
・じ
ん
臓
・呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う

・
直
腸

・
小
腸
障
害
の
特
別
項

症
か
ら
第
3
項
症
の
人

船
員
の
『
選
挙
人
名
簿

登
録
証
明
書
』
を
受
付

さ
れ
て
い
忍
人
ヘ

投
票
日
当
日
(
不
在
者
投
票
の
際
も
)

入
場
券
と
一
緒
に
必
ず
「
選
挙
人
名
簿
登

録
証
明
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
証
明
書
の
提
示
が
な
い
場
合
、
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
早
目
に

選
挙
管
理
委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

両
下

選挙に関する問い合わせは

選挙管理委員会事務局へ
市役所別館 1階

ftf代)53-4111(内線340・341)

jレールを守ってきれいな選挙

みんなが築<明るい郷土

-5-



ま守11

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

内容

私
の
お
じ
い
ち
ゅ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
ち
仲
よ
し
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
車
で
、
よ
く

お
庖
や
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
、

出
か
け
た
り
し
ま
す
。
こ
の
前
ち

私
と
弟
と

4
人
で
み
か
ん
が
り
に

行
き
ま
し
た
。
み
か
ん
が
男
に
禽

べ
ら
れ
て
い
て
残
念
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
と
れ
た
の
で、

2
人
と

も
う
れ
し
そ
う
で
し
だ
。

今
ま
で
あ
ま
え
て
ば
か
り
い
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
山
配
を
か

け
な
い
で
、
仲
よ
く
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん、

い
つ
ま
で
ち
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
c

(

麻
衣
子
)

野
中
英
雄
さ
ん

(
部
歳

・
武
部
町
)
無
職

伶
向
時
ぐ
、
き

/
/

ぞ
ッ
ト
ぃ
寸
て
を
J

2
2引
き
養

に

山
崎
豊
重
さ
ん

(
仇
歳

・
岩
松
町
)
シ
ル
バ

ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

-
号
か
ぷ
U

し
家
族

(7) 

(
印
)

ん
(
叩
)

(
侃
)

①
大
村
走
ろ
う
会

②
走
り
始
め
た
の
は
、
何
歳
に
な

っ
て
か
ら
。

老
人
会
の
役
員
を
し
て
い
た
当
時
、
丈
夫
な
体

力
の
必
要
性
を
感
じ
て
始
め
ま
し
た
。

走
ろ
う
会
は
年
齢
層
も
広
く
、
お
互
い
が
励

ま
し
合

っ
て
い
け
る
す
ば
ら
し
い
組
織
で
す
。

③
夏
場
は
朝
、
冬
場
は
午
後
、
陸
上
競
技
場
な

ど
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
が
、
高
齢
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
も
無
理
を
せ
ず
、
自
分
の
体
力
に
合

わ
せ
て
走
る
の
が
健
康
の
コ
ツ
と
考
え
て
い
る
。

自
信
過
剰
で
走
り
過
ぎ
は
良
く
な
い
の
で
は
。

野
中
さ
ん
は
、
健
康
そ
の
も
の
で
、

九
歳
の

と
き
イ
ギ
リ
ス
で
あ

っ
た
世
界
大
会
に
出
場

し
た
の
が
大
き
な
励
み
と
な
り
今
も
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
つ
い
先
日
も
、
福
岡
で
行
わ
れ

た
北
部
九
州
の
高
齢
者
大
会
で
、
高
齢
者
賞
を

受
け
ら
れ
た
。

酒
の
飲
み
す
ぎ
や
タ
バ
コ
も
や
ら
ず
、
食
事

も
野
菜
や
毎
朝
の
み
そ
汁
の
摂
取
、
過
食
は
し

な
い
な
ど
、
健
康
管
理
に
も
気
を
配
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ボ
ケ
な
い
た
め
に
も
、
読
書
も

欠
か
さ
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

④
大
村
市
で
は
、
県
内
外
で
も
参
加
で
き
る
大

き
な
高
齢
者
の
大
会
が
な
い
、
行
政
の
力
で
実

現
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

②
昭
和
白
年
3
月
退
職
後
大
村
に
転
入
。
翌
年
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
る
と
い

う
の
を
聞
い
た
。

体
を
動
か
し
た
い
、
多
く
の

人
と
親
交
を
深
め
た
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
、

昭
和
臼
年
4
月
1
日
の
設
す
一
と
同
時
に
入
会
し

ま
し
た
。

③
現
在
は
、
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
で
、
午
前
中
は

毎
日
海
上
ゴ
ル
フ
場
に
勤
務
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

せ
ん
定
や
草
刈
り
、

市
政
だ
よ
り
の
配
布
な
ど

い
ろ
ん
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。公民館協力員

こんなグループ
知ってる?

3月9日(土)、午後2時.........3時20分
西大村コミセン 入揚無料

くフィル心名〉

へンゼルとグレーテル(アニメーション10分〉
リンカーン物語(アニメーション20分〉
ありがとうハーナ(児童劇的分〉

広報おおむら平成 3年 3月号

高

で坊ん
一?。

仏
ね

コ

仔

し

す

ぴ
知
県
)
吋

つ

力

押

し

ょ
の
の
ル

う

ヨ

む

巴

1

勘

て
思いやりのある子になっ

(母 ・留美子さん〕

視聴覚
ライブラリー

銅像
窃窓市民

~\ 

砕
いり
っき

r実ざ
宿4

森

定

子

さ

ん

(
日
歳

・
松
並
1
丁
目
)
主
婦

①
華
粧
会

②
押
し
花
を
し
た
年
賀
状
が
届
い
た
の
を
見
て

せ
ん
定
な
ど
は
、
技
術
修
得
の
た
め
の
実
施

研
修
も
行
わ
れ
る
た
め
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

技
術
が
向
上
す
る
し
、
こ
の
ほ
か
、
今
ま
で
知

ら
な
か

っ
た
い
ろ
ん
な
知
識
が
身
に

つ
き
ま
す
。

そ
れ
と
、
何
と
い
っ

て
も
、
セ
ン
タ
ー
の
同

僚
と
仲
良
く
楽
し
く
で
き
る
の
が
一
番
。
そ
の

こ
と
が
仕
事
そ
の
も
の
を
わ
も
し
ろ
く
す
る
し

か
っ
、
疲
れ
も
半
減
し
ま
す
。

最
近
は
、
仕
事
が
入
る
と
な
ぜ
か
嬉
し
く
て

興
奮
し
て
し
ま
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
発
足
し
て
2

現
在

曜
日
で

協
力
員
は
ロ
人
。
活
動
は
お
も
に
火

旭
が
丘
コ
ミ
セ
ン
(
木
場
公
民
館
)

春休み子ども映園会
d重予

・白雪姫 ~グリム童話~
(アニメーション82分〉

と
て
も
い
い
な
あ
と
思

っ
て
い
た
と
き
、
市
コ

ミ
セ
ン
の
押
し
花
講
座
が
あ
る
の
を
知
り
ま
し

た
。

ω歳
の
記
念
に
何
か
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
入
会
。
翌
年
の
昭
和
む
年
、

講
座
修
了
と
同
時
に
華
粧
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

③
押
し
花
は
、
花
や
葉
な
ど
を
押
し
つ
け
、
乾

燥
さ
せ
て
使
い
ま
す
が
、
道
端
に
あ
る
何
で
も

な
い
よ
う
な
も
の
か
ら
、
庭
先
あ
る
い
は
高
山

植
物
な
ど
材
料
は
さ
ま
ざ
ま
。

風
景
や
花
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
調
な
ど
、
思

い
思
い
に

い
ろ
ん
な
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
作
る
人
の
個
性
や
感
性
が
で
で
、
と

て
も
お
も
し
ろ

い
も
の
で
す
。

時
に
は
、
県
内
・
外
の
作
品
展
の
鑑
賞
に
行

っ
た
り
、
ご
主
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
高
山

植
物
の
採
取
に
行

っ
た
り
、
日
人
程
の
メ
ン
バ

ー
で
す
が
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

森
さ
ん
は
こ
の
ほ
か
、
台
茶
や
折
紙
の
趣
味

も
侍
っ
て
お
ら
れ
、
活
発
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

④
講
師
の
中
村
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

月
2
回
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
み
ん
な
で
協
力
し
あ

っ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

-6-

年
、
当
初
2
0
0
人
程
だ

っ
た
の
が
、
現
在
3

2
5
人
(
ロ
月
白
日
現
在
)
。
こ
の
う
ち
女
性

は
約
2
0
0
人
で
、
病
人
の
看
護
、
料
理
、
掃

除
な
ど
に
従
事
し
て
お
り
、
内
容
は
、
男
女
と

も
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

④
家
の
中
に
い
る
よ
り
も
、
外
に
出
て
、
太
陽

の
下
で
快
い
汗
を
流
す
の
が
一
番
の
健
康
法
だ

と
思
い
ま
す
。
会
員
の
中
に
は
、
初
歳
代
の
方

も
わ
ら
れ
、
と
て
も
元
気
で
す
。

仲
良
く
愉
快
な
人
生
を
一
緒
に
過
し
ま
せ
ん

か
。
入
会
を
わ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、

・
毎
週
火
曜
日
(
午
後
2
時

1
4
時
初
分
)
・:仲
よ
し
子
ど
も
図
書
館
(
幼

児
か
ら
低
学
年
が
対
象
)

・
第
1
火
曜
日

(午

前
日
時
1
ロ
時
)
・:
わ
や
つ
教
室
(
手
作
り
)

・
第
2
火
曜
日

(午
後
3
時
初
分
1
4
時
叩
分
)

:・
子
ど
も
映
写
会
・
第
3
火
曜
日
(
正
午
1
2

時
)
・:
ふ
れ
あ
い
談
話
室
。

こ
の
ふ
れ
あ

い
談
話
室
は
、
高
齢
者
の
方
を

昼
食
会
に
招
き
、
親
し
く
懇
談
し
親
睦
を
深
め

よ
う
と
い
う
の
が
目
的
で
、
料
理
は
す
べ
て
手

作
り
で
す
。
今
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

約

ω人
の
お
年
寄
り
の
方
が
こ
の
会
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
お
り
、
月
1
回
の
会
が
待
ち
遠
し
い

く
ら
い
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
区
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
、
人
生
経
験
豊
か
な
先
輩
か
ら
生
活

の
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
、
町
内
会
、
子
ど
も

会
育
成
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

若
い
お
母
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

連
絡
先

竹
内
(
宮
⑬
0
7
5
3

手呈

月 日 時 間 場 所

10: 00 -11 : 30 三浦出張所
3月26日(火)114: 00 --1 S : 30 鈴田出 張所

10・00-11:30 中地区公民館

3月27日(水)※13:00-14:30 西大村コミセン

15 : 00 -16 : 30 市コミ セ ン

3月28日(木)
10 : 00 -11 : 30 萱瀬出張所

14 : 00 -15 : 30 福重出張所

3月29日(金)
10 : 00 -11 : 30 松原出張所

14:00-15:30 竹松出張所

-7-
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国民隼金

学
生
の
皆
さ
ん
も

4
月
か
ら
強
制
加
入
に
/

忠 γ宮Æ5~

可

円

以

明

白豆一…一τ……↑ 

野堅議諮ロキ七
十

「待

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
加

分
の
学
生
な
ど
が
満
額
の
年
金
と

歳
以
上

ω歳
未
満
の
全
国
民
が
加

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

し
か
し
、
今
ま
で
は
大
学
生

・

年
金
の
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き

専
修
学
校
生
は
初
歳
以
上
で
あ
つ
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

て
も
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
任
意
現
在
、
未
加
入
の
学
生
の
方
も
、

加

入

と

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

こ

の

4
月
か
ら
は
強
制
加
入
と
な

満

額

の

年

金

と

障

害

年

り
、
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

金

た。

市
役
所
で
加
入
手
続
き
を
お

国
民
年
金
制
度
発
足
当
時

(昭

願

い
し
ま
す。

和
初
年
)
と
比
べ
、
大
学
な
ど
へ

の
進
学
率
も
大
幅
に
高
く
な
っ
て

い
る
状
況
の
中
、
車
社
会
の
中
で

交
通
事
故
な
ど
が
増
大
し
、
任
意

で
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
障
害
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、
刊ω

歳
'tJω

歳
ま
で
の
納
付
期
間
に
比

例
し
た
年
金
額
計
算
と
な
っ
て
お

り
、
任
意
加
入
し
て
い
な
い
大
部

保
険
料
と
税
の
軽
減

加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
が
、
将
来
の
満
額
の
年
金

を
考
え
た
場
合
、
ぜ
ひ
納
付
さ
れ

ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、

確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
際
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
、
納
め
た

/、、、、

全
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
分
所
得
税
や
住
民
税

が
安
く
な
り
、
実
質
的
に
保
険
料

が
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。免

除
制
度
も
あ
り
ま
す

し
か
し
、
納
付
し
た
く
て
も
困

難
な
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
従
来
は
任
意
加
入
(
希
望
し

て
加
入
す
る
)
と
い
う
こ
と
で
し

た
の
で
免
除
の
適
用
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

4
月
か
ら
は
強
制

加
入
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
世
帯
の
収
入
の
状
況
に
よ
っ

て
は
免
除
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

叩
年
以
内
な
ら

追
納
が
で
き
ま
す

な
お
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算

の
際
、
免
除
の
期
間
分
に
つ
い
て

は
、
納
め
た
場
合
の
3
分
の
1
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
(
た
だ
単
な

る
未
納
は
0
)
日
年
以
内
な
ら
追

納
(
免
除
の
と
き
の
分
を
納
め
る

こ
と
)
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

追
納
し
て
満
額
の
年
金
と
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
保
険
年
金
課

年
金
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大村市民憲章ご存じ
でしょ うか

「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
大
村
」
を
合
言
葉
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
責
任
と
役
割
を
も
ち
、
市
民
総
参

加
に
よ
る
積
極
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
、
昭
和
幻
年
4
月
8
日
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

(
事
務
問

・
社
会
教
育
課
内
)

-8-

わ
た
く
じ
た
ち
文
相
市
民
は

4
1

、
水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
0

4
、
親
切
で
き
ま
り
を
守
る

市
民
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

4
1

、
老
人
を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く

子
ど
も
の
夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

句
、
健
康
で
住
事
に
は
げ
み

楽
し
い
家
庭
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
o

A
l

、
公
害
や
突
通
事
故
を

お
こ
さ
ぬ
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

国

民

健

康

保

険

(
被
保
険
者
証
・
退
職
被
保
険
者
証
)

4
月
1
日
か
内
蜜
わ
り
ま
苛

現
在
の
被
保
険
者
証
は

3
月
紅

白
で
有
効
期
限
が
切
れ
、

4
月
か

ら
新
し
い
被
保
険
者
証

(も
も

色
)
・
退
職
被
保
険
者
証

(あ
さ
ぎ

色
)
に
変
わ
り
ま
す
。

3
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者

証
は
郵
送
し
ま
す
が
、

4
月
に

な
っ
て
も
届
か
な
い
人
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
0

0
被
保
険
者
証
の
内
容
に
間
違
い

が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

。
病
院
に
か
か
る
と
き
は
、
毎
月
、

被
保
険
者
証
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
0

0
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
や
、
市
外
に
転
出
し
た
人

で
、
ま
っ
消
屈
を
し
て
い
な
い
人

は
、
早
く
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

O
仕
事
を
や
め
て
新
た
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
、
健
康
保
険
な
ど
が
切

れ
た
証
明
書
を
持
参
(
退
職
者
医

療
該
当
者
は
必
ず
年
金
証
書
も
持

参
)
し
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
0

0
皆
さ
ん
が
納
め
た
保
険
税
は
診

療
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
人
は
、
整
理
の
都
合
上
大
切

な
被
保
険
者
証
が
お
手
元
に
届
く

の
が
遅
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
早
自
に
ご
相
談
く
だ
さ

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課



¥一委主 ぺ 今雪ヂ

企若いエネルギーで青年祭

C% .市ゴミセン〉
第27回大村市青年団青年祭が2月10日、
市コミセンで行われました。

青年団連絡協議会は結成されて40周年、
若いエネjレギ を燃焼させているc

青年祭でI~、 昨年 9月頃よ り練習した

という演劇や¥コーラヌ、 パザ一、そし

て、共同作品展などが。また、おおむら

太鼓連やハンドおよびミニコンサ トな

ど、ほかの団体の協力ちあり、終始大勢

の見物客でにぎわいましたc

EW.U4!盟理寸寸

広報おおむら平成3年 3月号

企子ども会の在り方を考える

C%・市コミセン〉
子ども会の発表を通じて、子ども会の

在り方、魅力は伺かなどを考えようと毎

年開かれているモデル子どち会発表会。

今回は、岩松と木揚第一の酉子ども会が、

それぞれの活動状況や問題点などを発表

しました。

子ども会への中学生離れが問題視され

ている中、岩松では中学生の活動も活発

で、白玉的な企画 ・運営がされていますc

企4年の歩み、作毘を通じて…
中地区公民館)

市内/J¥・中学校の障害児学級、 ことば・

あおぞら教室の児童 ・生徒の作品展が開

かれました3

1年間の学習の成果 ・歩みを、作品を

通じて理解してもらおうというもので、

習字や1絵画、紙ねんど、 パジ、ャマ、学校

で栽培した野菜など¥ パラエティ に富

んだ作品が所狭しと展示され、 訪れた児

童たちも熱心lに見入っていましたc

みされた歴史をザ¥福祉センター〕

史品2522宮」22tFT
歴史研究家など約100人が出席レてh

わ話正予信号E22mzEh
ている所もめずらしいとし、明治維新期

を迎える時代の隠された事実があること

などを解明レまレた。

官，諜露軍邑

入一
:村

:ええ
:対ζ

#l1'~ 坪j:..又諮?覧会

4
司

A
ク
ラ
ス
は
九
定
会
A
、か
優
勝

(
ア

・雪一
躍
小
学
校
周
辺
)

A
ク
ラ
ス
こ
は

ご
散
、
高
校
、
申
学
、
立
佐

チ
ー
ム
な
ど

1
0
7
チ

ム
、
医
院
登
録
選
手

な
ど
の

B
ク
ラ
ス
に
叫
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
一
お
お
む
ら
訳
缶
詰
走
大
会

」

成
担棋
は
次
の
と
お
り
で
す
c

A
ク
ラ
ス

エ

九

走
会

A
②
昔
一瀬
ー申
学
校

A

③
オ
ゲ
リ

p
a
「

t
2

B
ク
ラ
ス

①
東
彼
陸
協
②
長
崎
C
M
C
-A

③
大
村
工
業

式品
一

企楽器を手!こ患ピツタリ

CXo・市民会館〉
第8回仲良し保青園音楽祭が2月10目、
市民会館で開かれました。

市内61呆高富のかわいい演奏者たちが、
ピア二力、末鼓など、それぞれの楽器を

手に合奏。君、ちピッタリで、とてち上手

に演奏。応援に訪れた満員の観客から、

盛んな泊手が送られました。

また、小浜の保育園からの友情出演包

あり音楽祭が層盛り上がりました。
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市
職
員
の

給
与
恕
ど
に
つ
い
て

本
市
に
は
¥
平
成
2
年
4
月
1
日
現
在
で
mm
人
の
職
員
が
在
職

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
病
院
事
業
別
人
、

ボ

ト
事
業
お
入
、

下
水
道
事
業
引
人
な
ど
、
特
殊
な
事
業
に
勤
務
す
る
職
員
も
す
べ

て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で、

司
境
模
の
都
市
に
出
べ
て
職
員
数
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
し
く
み

昇
給
は
、
1
年
間
良
好
な
成
績
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給

上
位
へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、
一

般
的
に
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間

給
与
と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合

は
、
給
与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機

関
で
あ
る
人
事
院
が
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ
っ
た
場
合
に
行

わ
れ
る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て

実
施
さ
れ
る
、
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き

上
げ
を
行
う
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

を
給
与
改
定
と
い
っ
て
い
ま
す
。

給
料
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、

住
居
手
当
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴

・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
、

条
例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行

政
職
、
教
育
職
、
医
療
職
付
、

U
、

山口の
五
種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ

い
て
は
、
大
別
し
て
定
期
昇
給
と

給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期

4
抱一一一i
E

a

漢字オンライン、ファクシミリ
導入などにより、住民サービス
の向上が図られています。

(1 )人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 | 住民基本台帳人

平 成 2年 3月 31日現在
72，314人

人件費率(吾)人件費 (B)
千円

歳出 額 (A)

千円

19.838唱990

口

19.5 3，858，806 平成元 年度

(2)職員給与の状況 (普通会計予算)

ふ?長(芸)
千司|

(B) 

千可

2，941，587 

計

費十
一旨

一円

三
三
千

一
日
一

一

寸

/
'

一勉
一

η

一shH
j
一

r

一引
量
一

，

一
一
円
、
U

一
・
一
ハ
U

一末
一

8

扇
一

与ナ
職 員 手 当

千円

295，996 

料

千円

1，841，814 

dシ/、

iP己
職 員数 (刈分区

551人2年 度平成

唖
表
川
、
表

ωに
つ
い
て

財
政
的
な
面
か
ら
職
員
の
給
与

を
み
た
も
の
で
、
元
年
度
決
算
で

の
普
通
会
計
に
お

い
て
人
件
費
が

歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も

の
が
表

ωで
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主

負
担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表

ωは、
2
年
度
予
算
か
ら
見

体)職員の初任給の状況
(平成 2年4月 1日現在)

分
再生 行 政 1哉

区
初 {壬 手合 採用2年経過日給料月額

円 円

大 字 卒 132，100 146，500 

円 月

品 校 $ 110，000 117，300 

(3)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
(平成2年4月1日現在)

般 行

平均給料月額

271，300 
歳

齢

職

均 年

39.2 

政

平

円

(5)職員の経験年数別 ・学歴平均給料月額の状況
区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

円 円 円

大学卒 210フ700 260，900 311，600 

一般行 政 職

高 校卒 |

円

168，400 210，700 260，900 

表

の

説

明

---~輯

-10一

〆¥

3月完成予定の駅前広場(仮称)整備事業

た
職
員
1
人
当
り
に
要
す
る
経
費

を
み
た
も
の
で
す
。

z-
表
矧
5
表
問
に
つ
い
て

職
員
の
平
均
給
料
と
初
任
給
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
市
に
は

幼
稚
園
の
教
員
、
病
院
の
医
師
、

看
護
婦
な
ど
の
職
員
が
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
一
番
多
く
の
職
員
が
受

け
て
い
る

一
般
行
政
職
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

表

ωは
、
職
員
が
学
校
卒
業
後

す
ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年

数
別
の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の

で
す
。

画
表
的問
に
つ
い
て

一
般
行
政
職
の
職
員
を
給
料
表

上
の
級
別
に
み
た
も
の
で
す
。

級
別
区
分
は
、
部
長
は
八
級、

課
長
は
八
(
)
七
級
、
課
長
補
佐
は

六
級
、
係
長
、
主
査
は
六
{)
五
級
、

吏
員
は
四
()二
級
、
事
務
員
、
技

術
員
は
二
1
一
級
と
な
っ
て
い
ま

す
。



軍
表
的
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は
、

一
般

に

ボ
ー
ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
給
料
月
額
に
同
表
の
支
給
割

合
を
乗
じ
た
額
が
職
員
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料

月
額
に

一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は

勤
続
年
数
と
退
職
の
事
由
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ

の
一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

軍
表
制
に

つ
い
て

市
長
な
ど
三
役
の
給
料
お
よ
び

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い

て
、
市
議
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

平
成
3
年
1
月
1
日
か
ら
改
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

【
注
]
表

ω、
ω、
山川
、
附
は
平

成
2
年
の
給
与
実
態
調
査

に
よ
り
掲
げ
て
い
ま
す
。

期末 勤勉手当 退 職 手 当

(2年度支給率) ( 3年度支給率)

自己の都合による退職 定年による退職

期末手当 勤勉手当 最高限度額 60月分 63.525月分

6月期 1.6月分 0.6月分 勤続10年 7.5月分 16.5月分

12月期 2.0月分 0.6月分 勤続20年 21月分 34.65月分

3月期 0.55月分 勤続30年 41.25月分 54.45月分

計 4.15月分 1.2月分 勤続40年 JO月分 63.525月分

区 分 市 長 助 役 収入役 議 長 邑iJ 議長 議 貝

円 円 円 円 円 円

幸R 直川 等 765，000 634，000 558，000 400，000 338，000 323，000 

期 末手 当 (2年度支給割合) 6月期 1.6月分 12月期 2.0月分 3月期 0.55月分 計 4.15月分

区 分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 計

人 人 人 人 人 人 人 ノ¥ 人

月議 貝 数 20 27 167 101 44 62 30 17 468 

。も 00 0J 〈U % % 4。 % 。も 0'0 

手書 成 比 4.3 5.8 35.7 21. 6 9.4 13.2 6.4 3.6 100.0 

確
定
申
告
は
も
う
お
済
み
で
す
か

0
平
成
2
年
分
の
所
得
税

・
贈
与

税
の
確
定
申
告
お
よ
び
納
付
は
、

3
月
日
日
制
ま
で
で
す
。

0
個
人
事
業
者
の
平
成
2
年
分
の

消
費
税
の
確
定
申
告
お
よ
び
納
付

は
、
4
月
1
日
何
ま
で
で
す
。

期
限
間
近
か
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
2
、
第
4
土
曜
日

(
3

月
9
日

・
お
日
)
は
休
み
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
時
期
は
税
理
士
の
資
格
を

持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
N

に
せ

税
理
士
U

が
横
行
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(6)行政職の級別職員数の状況 (平成2年4月 l日現在)

文柑子ども劇場 告翠P
r11bべたゥこポまやa¥-¥'''J
=劇団えるむ公演=

第 1話「かっぽのめだま」

第 2話「おこんじようるり」

の地べたっ こさまの2作品。
弱者に注がれる温力¥い眼とや

さ しさを描いた劇。

3月12日(火)
午後6時30分---8時まで
市コミセン
会費 会員会費充当

連絡先 大村子ども劇場事務

局 (fi③ 70 6 3) 

(8)特別職の報酬等の状況

(対職員手当の状況

広報おおむら平成3年 3月号

-11-



祝小

• 
心

'1， 

t¥ 

対
象
と
な
る
児
童

o
父
ま
た
は
母
の
い

な
い
児
童

O
父
母
が
い
な
く
て
、
父
母

以
外
の
人
に
養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

支
給
要
件

4
月
1
日
現
在
で
市
内
に
引

き
続
き
3
か
月
以
上
住
所
を
有
し
、
小
学

校

・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
。

申
請
期
間

3
月
日
日
幽

l
m日

ω

申
請
に
必
要
な
も
の

住
民
票
謄
本
、
預

金
通
帳
(
保
護
者
名
義
の
も
の
。
郵
便
局

を
除
く
て

印
鑑
ほ
か

祝
金
の
額

3
0
0
0
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭

忍小

3月3日(日)
午前ア時より
大村公園先沿岸

主催 大村湾をきれいに

する会大村支部

事務局 環境衛生課

ご協力をお願いします/

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
の

自
動
車
操
作
訓
練

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
社

会
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に
行

い
ま
す
c

対
象
者

身
体
障
害
手
帳
1
1
4

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

ω歳
未

満
の
人
c

定
員

別
人

申
込
期
限

3
月
初
日
制

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

(内
線
1
5
7
)

ご
内
ん
い
"
た
だ
い
・

τν
ま
可
か
?

『
医
療
費
通
知
』

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、
病
院

に
か
か
ら
れ
た
と
き
に
(
外
来
の
場
合
)

一
部
負
担
金
の

8
0
0
円
だ
け
を
支
払
っ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
受
診
に
要
し
た
医
療

費
の
全
額
に
つ
い
て
は
、
意
外
と
分
か
ら

な
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
医
療
機
関
か
ら
出

さ
れ
た
診
療
報
酬
明
細
書
(
レ
セ
プ
ト
)

を
も
と
に
、
日
月
診
療
分
を
3
月
初
旬
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
人
の
皆
さ
ん
に
健
康
や
医

療
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

老
人
保
健
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た

め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
保
険
証
が
か
わ
っ
た
場
合
は
、

(例
・・・
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
な

ど
)
受
診
の
途
中
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
福

祉
係
へ
そ
の
旨
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線
1

-。一O)

健康子レホbザービス
合③4646または 0958③5511 

-12-

月 その後のエイズ問題

火 脳卒中後のリハビリ

水 予防接種の受け方

木 帯状癌疹(へルペス)

金 青年期のこころの病

土 -日 もしや、性病では

3
月
の
テ

マ

生
後
3
か
月
か
ら
4

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

実
施
じ
ま
す

4
月
2
白
j
5
日
ま
で

該
当
す
る
乳
幼
児

歳
未
満
ま
で

日
時

4
月
2
日
閃

1
5
日
樹
、
午
後
2

時

1
3時

場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

4
月
号
H

広
報

お
お
む
ら
H

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課



広報おおむら平成3年 3月号

い
諸
表
同開

ー

し
い

も

硝

V
W
町一際

大

a

、
為

、uw騎

最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
吹

傷
事
故
や
、
農
作
物
を
荒
ら
す
な
ど
の
苦

情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
村
市
犬
取
締
条
例
で
、
飼
い
犬
の
放

し
飼
い
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
飼

い
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い。

ま
た
、
飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
る
時
、

そ
の
犬
が
脱
糞
な
ど
し
た
場
合
は
、
散
歩

さ
せ
て
い
る
人
が
責
任
を
も
っ
て
そ
の
糞

を
処
理
し
、
き
れ
い
な
町
ゃ
つ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

(
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係
)

泊宅

R
Z
き
ち
き
ょ
ト
司

同

き

民

、ー

言略

x 

久
原
住
宅
・
国
立
長
崎
申
央
病
院
富
舎
担
当

民
生
委
員
、
児
童
一
委
員
が
決
ま
N
U
ま
し
た

皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
活
動
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
久
原
住
宅
、
国
立
長
崎
中
央
病
院
官
舎

地
区
(
敬
称
略
)

鈴
木
澄
枝

(
久
原
2
丁
目
1
0
0
1
番
地

2

市
営
久
原
住
宅
I
棟
3
号
宮
⑧
1
o
'

1
3
)
 

第29回長崎県

身体障害者体育大会

出場者lまじゅう

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
機
能
の
回
復
と

体
力
の
維
持
増
強
を
図
り
自
ら
の
障
害
を

克
服
し
て
、
生
き
て
い
く
能
力
を
育
て
る

と
い
う
目
的
の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

5
月
お
日
岡
、
午
前
9
時
加
分

種
目

陸
上

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
卓
球
・

盲
人
卓
球

・
水
泳

参
茄
資
格

県
内
に
居
住
す
る
凶
歳
以
上

の
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

無関心グ

M 

ます消そう

への鈍感

、xJ( 

一春の火災予防運動 3 月 1 日 ~7 日 二こご

(車商火災.林野火災の予防運動も併せて行います)

申
込
期
限

申
し
込
み

3
月
2
日
出

福
祉
課
福
祉
係

身
体
障
害
者

更
生
指
導
所
の

入
所
生
を
ぽ
じ
ゅ
う

-物品販売J古舗、旅館 ・ホテルな どの防火安全の確保

・福祉施設、 病院など、入所施設の防火安全の徹底

・住民 ・地域における防火対策の推進

・乾燥時および、強風時の火災発生防止対策の推進

応
募
資
格

満
日
歳
(
自
動
車
訓
練
科
は

満
凶
歳
)
以
上
の
身
体
障
害
者
で
、
介
護

を
要
せ
ず
更
生
意
欲
の
あ
る
人

募
集
期
限

3
月
日
日
幽

訓
練
科
目

職
能
訓
練
・:
①
印
刷
②
洋
裁

③
和
裁
④
編
物
⑤
自
動
車
訓
練

・
機
能
回

復
訓
練

問
い
合
わ
せ

県
身
体
障
害
者
更
生
指
導

所

(2
0
9
5
8⑩
8
9
2
0
)

※
申
込
書
は
福
祉
課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

前タミミ

工!寝たばこやたばこの投げ信てをしない

立子供は、マ ッチやライタ十で遊ばせない

玄風の強いときは¥たき火をしない

瓦天ぷらを揚げるときはその揚を離料ない

去家のまわりに燃えやすいものを置かない

宣ノふろの空だきをしない

会ス トーブ(こ燃えやすいtのを近づけない テレビ長崎(KTN)
竹 :25'"'-"11:30 

4r';j・-F・・.圃圃圃圃・ F圃圃

ニコテレどによ事務災キャふベ四ふー

放送日

・3月ア日(木)=今日は消防記念日

ある消防団をたずねて

-3月21日(木)士ス トップ・ザ ・天ぷら油火災
・3月28日(木)二家庭の防火は主婦の手で

一人ひとり が火災が発生しやすい時季を迎えます。

充分注意 しましょう 。

期間中、 午後 8時を '{肖防の時間」 と定め

1分間サイ レンを鳴らします。 もう一度火の

元を点検しま しょうc

また、3月 1日(金)、午前8時に消防演習招

集サイ レン115:j'J;1-[6秒休止l 巨司を鳴
らします。

13 



転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

-14-

転
用
に
は
2
種
類
あ
り
ま
す

ス
ポ
3
ヴ
安
全
保
険

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ

・
文

化

・
奉
仕
活
動
な
ど
の
際
の
傷
害

事
故
や
、
第
三
者
に
あ
た
え
た
損

害
を
補
償
し
、
ま
た
心
臓
マ
ヒ
な

ど
の
突
然
死
に
見
舞
金
を
お
支
払

い
し
て、

グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
が

-ベ

①
農
地
の
所
有
者
が
、
み
ず
か
ら

そ
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合
(
曲辰

地
法
第
4
条
の
許
可
)

②
農
地
の
使
用
収
益
権
を
持
た
な

い
人
が
農
地
の
所
有
者
か
ら
農
地

を
買
い
受
け
、
借
り
受
け
転
用
す

る
場
合
(
農
地
法
第
5
条
の
許
可
)

ノノ

安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
互
助
共
済
的
な
補

償
制
度
で
す
c

こ
の
保
険
は
5
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
加
入
で
き
ま
す
。
み
ん
な

で
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部
、

(8
0
9
-0
8
②
3
0
2
4
)
 

※
申
込
書
は
、

体
育
課
お
よ
び
市

民
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

※
補
償
期
間
は
、

4
月
1
日
1
3

月
日
日
(
申
し
込
み
は
随
時
)

無
断
転
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

許
可
を
受
け
な
い
無
断
転
用
の

場
合
は
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回

復
を
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

無
断
転
用
は
周
辺
の
農
地
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

貴
重
な
農
地
を
守
り
有
効
に
利
用

す
る
た
め
、
転
用
す
る
と
き
に
は

必
ず
農
業
委
員
会
に
相
談
し
ま
し

ょ弓ノ
。

問
い
合
わ
せ

転
用
と
は

-
農
地
を
住
宅

・
工
場
敷
地
、
道

路
、
山
林
な
ど
農
地
以
外
の
用
途

に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

資
材
置
場
な
ど
へ
の

一
時
転
用

も
含
ま
れ
ま
す
。

-
農
地
か
ど
う
か
は
、
現
況
に
よ

っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
。
土
地
登
記

簿
上
の
地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、

現
に
肥
培
管
理
さ
れ
耕
作
の
用
に

供
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
土
地
の

十f

i ，..; 
垂_.

ス生成ノ¥動 老
ママ スポ高校社な

区
ポ以の 人ゲキ
|下のグ クン さ lの ど

ツの化活動文ノレ
ラ トグ

んツ運動部 の少グ | ボク
パレのグ 好ぷ百同芸、

4凶な1ノプレl プ 体団 /|レ ブラ I )レ

分
な
な ! 大λ子よら一ど

仕奉活

ノ¥，v どプ

学中
イ )

地域 会

掛
360円 500円 1，100円

金

死亡遺後障吉

最ロー高 最ロ」南→] 最高

傷
1，400万円 400万円 1，400万円

量Eコ三 入 1日につき 1日につき 1日につき

|涜 4，000円 1，800円 4，000円

険
通 1日につき 1日につき 1日につき

院 1，300円 800円 1，300円

賠償責任保険 対人賠償 1億円(自 己負担1，000円)

(補償限度) 対物賠償 500万円(自 己負担1，000円)

共済見舞金
突然死および日射病、熱射病による死亡

50万円

農
業
委
員
会

の
住
宅
の
新
築

(
居
住
に
供
さ

+

れ
た
こ
と
の
な
い
住
宅
の
購
入

↑

を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築
を
行

+

っ
た
人
。

利
子
補
給
金

2
万
円

(年
間
)

を
限
度
と
し
、
別
に
規
定
さ
れ

た
金
額
。

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

交
付
適
用

平
成
2
年
4
月
1

交
付
対
象
者

住
宅
建
設
資
金
の

日
1
3
年
3
月
白
日
ま
で
の
融
資

融
資

(3
0
0
万
円
以
上
)
を
受

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

け
、
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め

商
工
観
光
課

一

l+
i
T
+
i
T
l
+
i
T
i
Ti+
l十
+

ム
'
1
4
Y1
4
f1
4
9
1
4
f1

一J与
度
陪
L
J
/‘

ド

個
人
住
宅
建
設
資
金

申
し
込
み
を
お
早
目
に
動
旬
、
予
締
範
明
金
の

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補

給
制
度
の
平
成
2
年
度
交
付
分

に
つ
い
て
は
、
4
月
刊
日
を
も

っ
て
締
め
切
り
ま
す
。
該
当
す



お
し
ら
せ

平
成

3
年
度

建
設
工
事
関
係
等
の

指
名
願
の
申
請
を

平
成
3
年
度
に
市
が
行
う
建
設

工
事
や
測
量

・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
と

お
り
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

①
建
設
工
事
・:
建
設
業
の

許
可
を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の

審
査
を
受
け
て
い
る
人

②
測
量

・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ

ン
ト

等
:・
営
業
に
関
し
、
法
律
上
必
要

と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

申
請
期
間

3
月
1
日
働

1
訂
日

間

(
紅
白
消
印
有
効
)

広報おおむら平成3年 3月号

王里 申 か 申
イ系 言青 言青

書
間類
し、
」色、

わ
せ

建
設
省
統

一
様
式
ほ

音
寸
果
μ
一E

R
「

EJ-一言
臣
Z

図
書
館
・
史
料
館

休
館
の
お
知
ら
せ

図
書

・
資
料
の
整
理
、
点
検
、

カ
ー
ド
目
録
の
整
備
の
た
め
休
館

・

し
ま
す
。

期
間

3
月
日
日
制
1
2
日
也

な
お
、

3
月
ロ
日

ωま
で
、
通

常
ど
お
り
図
書
の
貸
し
出
し
は
行

い
ま
す
。

第
叩
回
防
火
少
年

剣

道

大

会

少
年
剣
士
約
7
0
0
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

3
月
3
日
間
、

場
所

市
民
体
育
館

午
前
9
時

内容 ・会員の学習活動の作品展 ・チャ

リティー即売会(衣料品・食料品・食器な

ど) ・その他

日時 3月 9日(土)、午前10時一午後 3時

場所 市コミ セン

主催 大村生活学校

主
催
主
管

大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

大
村
消
防
署

市
長
旗
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー

第
叩
回
記
念
大
会

皆
さ
ん
が
サ

ッ
カ
ー
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
、
年
1
回
の
「
大
村

市
民
サ

ッ
カ
ー

の
日
」
で
す
。

期
日

4
月
7
日
制
・
凶
日
間

場
所

大
村
工
業
高
校
グ
ラ
ン
ド

文相地区地誠実通安全

活動推進委員

資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内

職
場
・
職
域
で
働
い
て
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム
5
0
0
0
円

(
保
険
料
を
含
む
)

申
込
期
限

3
月
日
日
⑥

監
督
会
議

3
月
四
日

ω、
午
後

7
時
よ
り
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

市
サ

y
カ

i
協
会
(
植
松
3
丁
目

6
7
3
8
⑫
6
7
8
2
柴
田
)

道路交通法に基づき、地域内における

交通の安全と円滑を図るため、 車両の適

正な駐車、道路の使用等について住民ーの

理解を深めるための活動のリ ーダーとし

て、次の方々が長崎県公安委員会から活

動推進委員に委嘱されましたこ

皆さんのご協力をお願いします。

(育文柏市各)

(平成3年度〉

補
助
・
郡
中
グ
ラ
ン
ド
、森
園
運
動
広
場

ナ
イ
タ
ー
使
用
の
登
録
と
抽
選
日

ナ
イ
タ
ー
利
用
の
た
め
の
登
録

が
な
い
と
、
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

登
録
内
容

責
任
者
、
保
証
人
2

人
と
チ
l
ム
名
簿
、
雨
天
返
納
の

為
の
銀
行
口
座

ナ
イ
タ
ー
抽
選
日

・
毎
月
5
日
ー
そ
の
月
の
同
日

1

月
末
ま
で
の
分

・
毎
月
初
日

1
翌
月
の
1
日
1
日

日
ま
で
の
分

※
抽
選
日
が
土

・
日

・
祭
日
の
と

き
は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日

と
な
り
ま
す
。

※
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
し

て
い
な
い
チ
i
ム
は
、
そ
の
時

の
抽
選
会
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん。

氏 名 f主 戸庁 電話番号

同冨貞吉 束三城町 &6121 

佐々木繁一 東大村2丁目 ~1237 

宮村 保 木場 1丁目 :g2650 
藤永忠重 玖島 1r目 g2013 
田川 i 止Ll 杭出津3丁目 g5319 

田崎清志 上諏訪町 ②3019 

吉田忠男 乾馬場町 ⑬3231 

田 中義 美 鬼 f高 回I ⑮1345 
山道贋市 原 口 岡I ⑮2071 
久保藤芳 福 重 回I ⑮8498 
角場義則 j中 田 回T ⑮7602 
中嶋一美 松原 本町 ⑮7050 

大村地区地域交通安全活動推進委員協議会

(大村市交通安全協会内 宮⑬9889)

抽
選
時
間

(
時
間
厳
守
)

O
森
園
運
動
広
場
H
H
午
後
1
時

O
補
助
グ
ラ
ン
ド

1
午
後
2
時

O
郡
中
グ
ラ
ン
ド

l
午
後
4
時

抽
選
会
場

市
役
所
第
7
会
議
室

登
録
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

体
育
課

す縦固
見定
期資
問産
を課
愛税
更台
し帳
まの

国
定
資
産
の
評
価
替
に
伴
い
、

土
地
に
対
す
る
税
の
負
担
調
整
を

行
う
税
法
改
正
案
が
、
今
国
会
に

提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。
従
っ
て
、

3
月
の
課
税
台
帳
縦
覧
期
間
を
変

更
し
、
4
月
日
日

1
初
日
ま
で
の

予
定
で
行
い
ま
す
。
(税
務
課
)



〈き予

民

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
と
幸

せ
を
願

い
、
市
民
総
参
加
の
健
康

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月
刊
日
側
、
午
前
日
時

1
午
後
3
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

-AY+

・
A
Y市曽住宅入居者募集

昨年の健康展より

つ

内

容

・

健
康
チ

ェ
ッ
ク

・
内
科

歯
科
健
康
相
談

・
栄
養

・
薬
業
会

・
福
祉

・
保
健
所

・
看
護

・
健
康

を
守
る
放
射
線

・
保
険
年
金

・
健

康
を
守
る
環
境
ゃつ
く
り
の
各
コ
ー

ナ
ー
-
市
子
ど
も
美
術
展
作
品
展
示

-
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
(
午
後
1

時
1
3
時
)

-
み
ん
な
で
歩
こ
う
ヘ
ル
シ
i
ウ

ォ

l
ク

(
市
コ
ミ
セ
ン
、
午
前
日

時
初
分
集
合

・
日
時
ス

タ
ー
ト
)

・
ォ
リ
エ
ン
テ

i
リ
ン
グ
(
横
山

頭
)
主
催

市
民
健
康
ま

つ
り
実
行
委

員
会
問
い
合
わ
せ

種別住宅名 戸数間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 1 I 3 K 23.200 

1 竹 松 8 1 2K~ 3 DKI 7 ， 200~ 17 ， 000 
;也 田 3 I 3 D K I 15 ， 500 

重 久原第二 9 I 3 D K 121.200-23.800 

原口7パート 4 I 3 D K I 27.200 

駅、 月iUI 2 I 2 K 6，500 

2 士反 口 1 I 2 K 5.100 

竹松 2 I 2 K 6.400 

池 田 4 I 3 K I 8 ， 400~ 9 ， 200 

|種 久原第二 2 I 3 D K 
1(1戸は母子零庭向けて、す)114，500-18.200 環

境
衛
生
課

A
v
a
'
A
V
A
V
A
-
-
v
A
Y
 

申込期間 3 月 4 日 (月 )~ 9日(土)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入な どに制限があ ります。

隠
し
吻
今

市
職
員
を
募
集

U
H
口
木

母
ー

受
験
資
格

学
歴

・
性
別
は
聞
い

ま
せ
ん
が
、
保
母
資
格
証
明
証
を

有
す
る
人

(3
月
取
得
見
込
み
の

人
を
含
む
)で
、
昭
和
弘
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

採
用
の
条
件

市
内
に
住
ん
で
い

る
人
ま
た
は
採
用
後
住
む
こ
と
が

で
き
る
人

採
用
予
定
人
員

1
人

応
募
期
限

3
月
ロ
日

ω

第
1
次
試
験

3
月
日
日
附

応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

(人
事
課
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
課
人
事
係

(内
線
2
7
2
)

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

准
看
護
婦
(
士
)
学
生

市
内
の
病
医
院
で
働
き
な
が
ら

学
び
、
准
看
護
婦
(士
)
試
験
受
験

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

応
募
資
格

原
則
と
し
て
高
等
学

校
卒
業
者

(卒
業
見
込
み
を
含
む
)

募
集
人
員

若
干
名

修
業
年
限

2
か
年

応
募
期
限

3
月
2
日
凶

3
月
8
日
⑥

国
語

・
数
学

・
作
文

入
学
試
験

試
験
科
目

・
面
接

願
書
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校
(
干
師

協
和
町
7
7
9
2
⑫
6
7
1
2
)

初
心
者
の

中
国
語
講
座
会
員

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時

日
時
カ
ら
場
所

市
コ
ミ
セ
ン

講
師

松
尾
謙

一
郎
先
生

申
込
方
法

入
会
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
直
接
会
場
へ

主
催

中
文
木
曜
会

県
立
長
崎
西
高

通
信
制
生
徒

い
つ
で
も

だ
れ

で

も

ど

こ

で
で
も
、
働
き
な
が
ら
、
家
事
の

か
た
わ
ら
、
自
宅
で
学
習
を
す
す

め

(
登
校
は
日
曜
日
に
月
2
回
)

4
年
間
で
県
立
長
崎
西
高
校
を
卒

業
で
き
る
。

願
書
申
込

3
月
8
日
⑥
1
4
月

5
日
幽
ま
で

入
学
審
査

書
類
審
査

(編

・
転

入
は
面
接
も
)

※
詳
し
く
は
、
長
崎
西
高
等
学
校

通
信
制

(
号
館
長
崎
市
竹
の
久

保
町
8
0
9
5
8
⑧
4
6
6
4
)

ビ
ツ
、ク
・
カ
ン
ト
リ
ー
-

ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

〈
云
ロ
員

7 練
時 習

10毎
日寺 JlEJ. 
火

F¥  

立三

a~ 
日

午
後

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

会
費

月
額
1
0
0
0
円

連
絡
先

岩
浅
(
宮
⑪
1
2
5
4
)

山
口
(
宮
⑮
0
0
6
2
)

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

-16-

H
4
月
コ
!
ス
リ

内

容

・

パ
ソ
コ
ン
入
門

・
ワ
ー

プ
ロ
(
ユ
ー
カ
ラ

a
r
t
)・
ワ
ー

プ
ロ
(
一
太
郎
)
・
シ
ー
ケ
ン
ス

制
御

(有
接
点
)
基
礎

・
二
級
建

築
士
受
験
準
備
講
習
・
高
齢
者
パ

ソ
コ
ン

入
門

・
N
C
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
基
礎
・
ア
l
ク
溶
接
特
別

教
育
申
込
期
間

3
月
1
日
働
l
m
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(
諌
早

市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

削
忍
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種
免
許
試
験

試
験
の
種
類

ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士

(持
別

・
普
通
)、

ボ
イ
ラ
ー
技

士

(特
級

・一

級

・
二
級
)
、
ボ

イ
ラ
ー
整
備
士
、
運
転
士

(
ク
レ

ー
ン
・
移
動
式
ク
レ

ー
ン

・
デ
リ

ッ
ク

・
揚
貨
装
置
)
、
発
破
技
士
、

ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者
、
林
業
架

線
作
業
主
任
者
、
第
1
種

・
第
2

種
衛
生
管
理
者、

高
圧
室
内
作
業

主
任
者
、
エ

ッ
ク
ス
線
作
業
主
任

者、

ガ
ン

マ
線
透
過
写
真
撮
影
作

業
主
任
者
、
潜
水
土

※
試
験
日
程
、
申
込
方
法
な
ど
は
、

各
種
異
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

へ
む
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
口

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ

ン
タ
ー
(

〒
側
福
岡
県
久
留
米
市
東
合
川
5

丁
目
9
1
3
2
0
9
4
2
⑬
3
3

8
1
)
 

※
申
請
書
は
、
紛
長
崎
県
労
働
基

準
協
会

(=l
m
長
崎
市
平
野
町

1
1
お
坂
上
ピ

ル
4
階
宮

0
9

5
8
⑬
2
4
5
0
)
に
も
あ
り

ま
す
。



広報おおむら平成3年 3月号

リ
ズ
ム
、
タ
ン
ス
教
室

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
で
、
体
も
心
も

リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
。

期
間

4
月
ロ
日
働
か
ら
毎
週
金

曜
日
、
午
後
7
時
却
分
(

)
8

時
初

分場
所

市
民
体
育
館

対
象

主
婦
(
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
)
会
費

月
1
5
0
0
円

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

白
浜
(
宮
@
4
7
5
8
)

※
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

テ
ニ
ス
教
室
会
員

対

象

・

ジ
ュ
ニ
ア
(
小
学
l
年

1
高
校
3
年
)

ご
寄
付

ご
好
意

-
一
般
(年
齢
制
限
な
し
)

※
試
打
用
ラ
ケ
ッ
ト
有

日
時

3
月
よ
り

・
ジ
ュ
ニ
ア
:・
毎
週
土
曜
日
、
午

後
1
時

1

・一

般
:・
毎
週
日
曜
日
、
午
前
日

時

1
場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
テ
ニ
ス
協
会

・
広
滝
(
昼
岱
⑧

7
6
8
6
、
夜
宮
(⑫
4
8
2
1
)

aH"が
と
今
ご
ポ
V
ま
し
た
(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
山
下
正
俊
(
松
原
1
丁
目
)
V

T
R
設
備
ほ
か
日
万
円
相
当

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
吉
井
次
男

(草
場
町
)
叩
万
円

福
重
地
区
老
人
会
、
同
母
子
寡
婦

会
、
同
し
ゃ
く
な
げ
会
へ

V
田
丸
精
一
郎
(
草
場
町
)
各
1

万
円

文
化
基
金
へ

V
久
保
三
佐
子

初
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
久
安
敬
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)

金

一
封

'v桃
田
信
良
(
植
松
3
丁
目
)
金

一
封
V
原
忠
勝
(
古
町
2
丁
目
)

叩
万

円V
福
重
照
生
(
小
路
口
本
町
)
5

(
池
田
2
丁
目
)

引
マ
ス
タ
ー
ズ

陸

連

録

者
~ 
王E

種
目

陸
上
競
技

資
格

男
子
:
・お
歳
以
上
、
女
子

.・初
歳
以
上

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島

(
池
田
2
丁
目
宮
⑮
4
2
8
2
)

大
村
・
東
彼
地
区

卓
球
大
会
参
加
者

日
時
集
合
場
所

市
民
体
育
館

主
催

大
村
卓
球
協
会

競
技
種
目
・

シ
ン
グ
ル
ス
・:
中

3
月
山
田
川
、
午
前
9
時

万
円
V
田
中
敦
(
鬼
橋
町
)

7
万
円

。

一
般
寄
付

清
和
国
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
親
奉
会

l

(森
安
太
郎

・
岩
井

勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫

・
田

尻
義
彦
)
理
容
奉
仕

社
会
福
祉
基
金
へ

V
中
村
芳
雄
(
中
里
町
)
4
万
円

V
九
州
銀
行
職
員
組
合
大
村
支
部

1
1
万
円

V
高
月
槙
江
(
武
留
路
町
)
1
千

円

学
男
子

・
同
女
子
、

一
般
男
子

・

同
女
子

(
高
校
生
を
含
む
)
、
ベ
テ

ラ
ン
男
子
(
叩
歳
以
上
)

-
ダ
ブ
ル
ス
:・

一
般
男
子

・
同
女

子参
加
料

シ
ン
グ
ル
ス
・
:
中
学
生

3
0
0
円

・
高
校
生
4
0
0
円

・

一
般
5
0
0
円

ダ
ブ
ル
ス
・:
一
組
6
0
0
円

締
め
切
り

3
月
2
日
出

申
し
込
み

朝
長
靖
彦
(
玖
島
2

丁
目
4
0
5
8
@
6
5
3
1
)

健
康
ウ
ォ
i
ク
ク
ラ
ブ

春
で
す
ノ
み
ん
な
で
楽
し
く

ウ
オ

l
ク
し
ま
せ
ん
か

ハ
イ
キ
ン
グ

毎
月
1
回
日
曜
日

(m
i日
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)

会
費

年
額
2
0
0
0
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村

1

6
千
6
0
0
円

V
長
安
寺
寒
行
団

1
5
万
円

泉
の
里
へ

V
菅
一
瀬
保
育
園
l
慰
問

・
ド
リ
ン

クV
民
踊
愛
好
会
芳
文
会

l
l
万
円

V
日
本
電
信
電
話
側

l
F
A
X

i
-
-
A
生
つ

a

(
古
町
1
丁
目
)

V
酒
井
定
夫

千
円
V
山
口
浪
次
郎

盆
栽
V
小
佐
古
子
供
会

1
も
ち

V
九
州
花
王
販
売
佐
世
保
支
庖

1

(
玖
島
2
丁
目
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島

(
池
田
2
丁
目
宮
⑬
4
2
8
2
)

大

村

走

ろ

う

会

山
が
好
き
な
人
集
合
/

チ
ロ
リ
戸
ン
ク
ラ
ブ

走

る

こ

と

が

好

き

な

人

、

初

心

者

、

を
考
え
る
人
、
集
ま
れ
ノ

し
ま
す
。

愉
快
な
仲
間
、

た
だ
今

ω人

会
費

会
員
:
・月
7
0
0
円、

準

会
費

年
額
2
0
0
0
円

会

員

:
・年
額
3
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
山

(
池
田
2
丁
目
包
⑧
4
2
8
2
)

(乾
馬
場
町
宮
③
1
3
1
7
)

P
A
V
J
A
V
「
d
A
v
t
d
A
v
f
A
V
J
J
、v
a
F
o
r
d
o
f

。td
A
V
t
d

h

圃

/

の

問

、
、

せ

会

2

…

同

曜
唱
司
司
、

う

上

日

日

分

わ

成

@

U

7
剣山
土
産
事

れ

よ

以

4

曜

切

合

育

E

h

動
れ

ま

し

年

月

土

時

い

団

(

}

刈
阿

集

ま

3

3

週

4

間

唱

永

、

川
四

詞

当

な

で

い

学

子

毎

~

ン

・
合

富

，

U
悶
N

E
E

ん

声

歌

小

女

間

ω
時

セ

み

年

・
)

H

L
侭

み

な

・
期

日

日

2
ミ

込

少

局

3
刊

q
h
F

あ

き

格

子

集

お

習

後
コ

し

村

務

O

，

?
乃
給
品

υ

さ

大

資

男

募

~
練

午

市

申

大

事

3

h

一yvt
d
o
f
d
a
v
f
・0
f
t
φ
r
d
o
r
-
o

，・
A
V
F

・O
-
r
h
v
p
e
e
r
-
A
て
e
A
?
f
-
+
r
-
A
V

，J
A
v
a
r
-
A
Y
H

健
康

3 

洗
剤
V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
吉
村

一

(
三
重
県
津
市
)

円V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
鈴
木

・
和
田

・
好
田

・
平

・
井

手
理
容
院
l
奉
仕

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

じ
ゅ
う

V
中
嶋
キ
ミ
子
(
久
原
2
丁
目
)

パ
ス
タ
オ
ル

慈
恵
荘
へ

V
民
踊
愛
好
会
芳
文
会

1
1
万
円

V
九
州
花
王
販
売
佐
世
保
支
居

1

石
ケ
ン

V
小
佐
古
子
供
会

l
も
ち

日
万

ベ
テ
ラ
ン
と
も
歓
迎

V
南
タ
マ
(
桜
馬
場
2
丁
目
)
手

編
み
ベ
ス
ト

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗

1
ま
ん

じ
ゅ
〉つ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
大
村
塗
装
商
会

1
チ
ョ
コ
レ
l

，ト
'V
天
理
教
婦
人
部
l
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
慰
問

V
東
彼
杵
婦
人
部

1
も
ち

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

V
琴
花
園

l
門
松

1
万
円
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3月の健康カレC，aqm
一j

l

i

λ

じ
一
j

み
円

l
h
?
?

4日 成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-1;5:00 オ]歳6か月児健康診査

市コ ミセン ⑤13: 00-13: 30 
(金) ⑪-w歳以土⑮血圧ぷIJ定・みそi十の塩分濃度品IJ定JZか

⑪平成元年 8月生まれ (平成元年 3月-7月

当番医
生まれで、まだ受けていない人 も受診してく

3日 15日 だきし、

(日)
1 内 ) 近藤医院東本町 岱~ 11 66 

(金) ③母子健康手|眠、問診票、歯ブラシ
(限)計星眼科医院 占町 1l日 2② 6888 

成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15: 00 

安産教室 市役所 9:30-11 :00 ②9:30まで
@庖)・・・1日(却と同じ

3種混合予防接種(3回目) 14: 00-15: 0。
4日 ⑫母子健康手帳、ズボ ン 中地区公民館、松原出張所

(月) 一般健康相談 市役所 13:00-16:00
16日⑪血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度判定ほか
(土)
耳とことばの相談 福祉センタ-13:00-15・00

5日
乳幼児健康相談 福重出張所 ~13 : 30- 1 5 ・ 00 17日 当番医
明日の親のだめの教室(計 内1南町'ク 1)ニ γ ク 乾馬場町 fi~ 2233 

(火) (日) 外・内1牧山医院 宮小路 2T目 fi:Q9 ? 8 31 市コミセン 13・00-16:0。
19巴

6日 乳幼児健康相談 鈴田出長所三、9・30-11:00
妊婦教室(オ) 中地区公民館 13: 00-16: 00 (火)

(水)
2 0 (日水) 妊婦教室(3) 中地区公民館 13・00-16:00 

3歳児健康~査 大村保健所

⑤9・30-10:00、13:00-13: 30 21日 当番医ア日
⑪昭和62年9月生まれ(62年3月-8月生まれで、 l内 l 大薗内科医院松並 1丁目 fi~ 5546 

(木) まだ受けていない人も受診してください ! (外・内、{左右さ外科医Ji完 抗出立2丁目 2②3070 

@母子健康手帳、問診票 22日 オ歳6か月児健康診査 市コミセン
②13・00-13:30 r~~>'15 日 (制 と 同ヒ

当番医
(金) 定期巡回献血 市役所 9:30-12: 00 

10日
内.D千 おおつか内科医院西三城町 fi'@8080 当番医

(日) !歪 J おび産婦人科医院 {(町 fi~ 1 103 24日 |l 内!日i本内科医院 久原 1寸臼 fi~ 567 5 
(8) I 蛙 ) 橋口整形外科医院竹松本町 宮~8739

乳切児健康相談 市コミセ ン 25日
12日 ②9: 30-11: 00、13:30-15:00

(月)
乳羽児健康相談 三浦出張所 ②9: 30 -11: 00 

⑤離乳食教室 10: 30-15: 00 
(火)
3種混合予防接種(3回目) }4:00-15・00 27巴 妊婦教室(4)中地区公民館 13: 00 -16: 00 
市役所、苦瀬出張所

(水)

28日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15: 30 
13日 妊婦教室(2)中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

(木)

3種混合予防接種(3回目) 14: 00 -15: 00 当番医
(水)

西大村コミセン 、三浦 ・鈴田出張所 31日
L内・ノトj寺井医院 玖島 1丁目 合②3574

(日) (産1後藤産婦人科医院 西大村本町 fi@6015

14日 機能訓練根気の会 福祉センタ- 13:30-15・30 略号の説明 ⑪...対象 ②・受け付け ⑮-・内容

(木)
3種混合予防接種(3回目) 14 : 00 -15 : 00 

⑮ 持ってくるも の
竹松 ・福重出張所 当番医の診療時間 9 :00-18:00 

発
行
所
/
大
オ
市
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所

T
日
山
玖
同

1
丁
目
お
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地

宮
向
日
)ー
オ
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1
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1
i
1
i

一
樹
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広
報
課
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刷
所
/
刷
康
真
堂
印
刷

~、b干 ~~ラζ可λぅィ、-""、会イ、-""、-'"'、-'"'、。cx 人口の動き

市民相談コーナー(秘書広報課〉ですべて無料で行っていますご 。e o f f 
2月オ日現在

3 お気軽にご相談くださいc
人口言十 73.659 月 人 f歪 本目 吾E火*- (7日・木 10: 00~15 : 00) 

の 行 政 相 E炎 (14日・木 9 : 30~ 12 : 00) (+ 86) 

定例相談
j去 {章 本目 圭531AA4t (20日・水 10 : OO~ 15 : 00) 男 35，131
不動産相談 (22日・金 13: 00~16 : 00) (+ 30) 
受通事故相談 (26日・火 10 : OO~ 16 : 00) 女 38，528

日 年 金 本目 圭ロ卦》〈4 (27日.7t 10 : 00~15 : 00) 
ヌ守6d Jb 6 h 

(+ 56) 
2 ※受け付けは午前8時30分より行っています。 世帯数 22，394
~仇珂帖引，耳目""---~仇~~~ なえ

(+ 65) 
3月の文柑ボート (1 ~ 5日、 9~ 12 日 、 1 6 ~21 日 ・ 企業杯 、

〉内は前月比
24~25 日 ・ 総理大臣杯場外発売 )

-18-
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